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一緒に訪れていた児童や幼児なども含まれる。2 日間で約 500 人に啓発活動を行うことが出来
た。男女の内訳は、男性 167人(39.1%)、女性 259人(60.7%)で、平均年齢は 37.9±16.9歳であ
った。飲酒習慣がある人は、58.5％であった。そのうち、適正飲酒群(純アルコール量 20g未満)
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